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森林群落よ り見たる施業の方針就て

森林群落の單位

森林は環境因子の微妙な る差異に應 じ、樹種、地床植生、構成型 

等を異にし、之等が有機的に結合して居る植物群落社會である。而 

し て 現實の林分 % 林木相互間 に激 しい競合がﾡ けられ、恒に生長乃 

至ﾡ損、更新に侬って林相が遷移しつゝあるから、現實の錯雜せる 

森林に流面した場合に、森林群落な る抽象的な定義を如何に解ﾡす 

ベ2 か判定に迷ふのであ る。加 る に植生群落の分類の方法及び単■位 

は學者に依り、夫々見解が異り、且つ植物生態學は從來植物學者に 

よ り主として研究せらる、ﾡて、自然廣大な森林と對象とする森林 

群落に問する 系統だつな學究的研究は概 して勘いの を 免れない。

然 し林業と 謂ふ應用的な立場か ら見ると、森林群落の嚴正な分類 

や呼稱に徒らに迷つて居る よ りも、寧ろ森林經營の上に役立つ施業 

W位 として 分類 す る のが便利か と思はれ る。

今常試驗林に就て一例を述べると、同じトドマッ林下でも、地床 

肝:落はシダ類つ優占する場合、常緑灌木、腐植性草本の占なる場合 

* マ ガ リダ ケ を主とする 場合、オクヤマザ” の 占有する 場合等各樣 

てあつて、之:等は夫々施業上の操作を異に しなければな らない。

從ひて之等は群落の基本的な型 と して、次の様な呼稱で取扱ひ得 

るのてある。

トドツーシダ群落、トドマツー常綠灌木、腐植性草本群落、ト 

ドマッーネマガリダケ群落、 トドマツーオクヤマザサ群落。

然しそ、て呼ﾡする群落なる語は厳術に言へば基群ﾡ (Sociation) 
梨格 (Society) 等の 植物生態學的な呼稱 となる のてあ る が, 之等の
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單位は 安定せる 群落 に局限す る設と、可成不安定な 群落 に も 適用 す 

る設等撃者に依つて見解が異るから、Wに群落な る語で不安定な遷 

移過程にある植生をも魔 く 包括せ しめたのてあ る。

次に之等各小群落を總合的に見た場合、上層林冠を優占する一定 

の種ﾡにり て、相互間が群落的に強く結合されて居る場合には之 

等群落の集合體を群遷 (Association) と呼ぶのてある。例へば常試 

驗林では適潤地はトドマツ、適潤地性濶葉樹群選で、低湿地はヤチ 

ダモ、 エゾ→ンノキ、アカダモ群叢となるのである。トドマツ. 適 

潤地性濶葉樹群叢には、トドマッ、 4タ*、シナノキ, ッベッ、

オヒョッ. ミゾナラ、其他各國種が色々 の割合に現れ、小ﾡ地的に 

は トドマ ッのみの純林を構成するが、之等は多 く 0.1 陌内外の小面積 

に過きず、且つ トドマッ林として保績的に安定せる林況を呈する も 

のはﾡ く、多數の濶葉樹稚樹に依 り て 將來針濶、混淆林へ推移の傾向 

を有する ものが多いから、之等は大局から ト ドマッ、適消地性ﾡ葉 

樹群ﾡと して綜合すべ2である。

ﾡ植物生態學上ては前記ﾡ群搬と群ﾡとの間に優占種峠格 (Com- 
sociation) なる 軍位を用ひて居る。即ち前例てトドマッは各種地 

群落と結合して4のﾡ群ﾡにみﾡされるが、上ﾡは常にトドマツに 

依りて占有せらる、からトドマツ優占種群落となるのてある。

而 し 乙 の樣に詳細な 系統的分類は實際複雑 な森林に直一而 しな場合 

には却て煩雜となるばかりで、實地施業の對象としては優占種群落 

は區別せず、單■に群落と群叢と二大別した方が應用上簡便•であると 

思はれる。

森林群落と施業法との關係

森林群落型 と施業法との關係に就て は前紀の後料 よ り 北ﾡの単 

者間に硏究せられて來たが、就中K. Cajander(1903) 氏の芬関に 

於ける研究成績以來、林業家によ り多大の間心がﾡれてなのてあ 

る。Cajander氏は地床植生の差興にﾡりて群落を分ﾡし、之を地位 

判定の基準としたのであつて、即ち群落型を土地生産能力の指標と 

し、TF地施業上にM用して極めて効果的なりとせらる、が. 右に就 

て は今尙賛否兩樣の說があ る。即ち反對の側に立つ獨逸,瑞西等の 

學者の論據とするところは芬蘭の樣に気候が比較的寒冷で、.植生の 

簡単な 丘感林ては地床植生型 に依る 地位の判定は應用 出來る かもし 

れないが. 氣候が温吸て、地勢並に植生の技雜な、且人爲的に植生 

の著しく 變化して 居る 地方では幾多の例外があつて、かる簡単な 

方法を一率に適用することは出來ないと結論して居る。即ち地床植

に依つて地位を判定し、事業の集約度や作業種を確定する 乙 とは 

地方的に•環境が著しく異り、森林の構成が鉛雜化して居るから一様 

に論 じ得られない 乙 と は明かてあ る が、而 し地位の判定 と云ふや 5 
な狭見地からのみてなく、實際林分を合理的に伐採. 利用し、更 

新の完成を圖り,之を撫育して、資源の保績と更に一層優良な林分 

へ經理して行 く 上には、森林群落なる一の有機的植物社會の機構を 

充分に 了解 する こ と は 決して 徒爾では な い。

以上の見地か ら當試驗林の主な る森林ﾡ落に就き施業的方面iか、ら 

二、三考察を加へて、森林經理上の參考に資したいと思ふ。尙調査 

の詳細は別途報告のこと ・ して、玆には其一部を簡単に概説するに 

止めなV。

1. トドマツー常綠灌木、腐植性草本群落

本群落は束西に緩かに走向する尾根通りに位し、理學性可良の褐 

色土壊の上に構成せ ら る ・トドマッ林て、ﾡ複ル林ﾡを星し、林下 

は小型な常綠灌木や矮小な腐植性草本が占必. トドマ ッ稚苗及び濶 

葉樹稚樹が感 し く 發生 して居 る。而 して本林にのみ限定せ らnれ,
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他群落には全く 出現を見ない特有の種は ツノレシ キ ミ、並イ チャグ 

サシﾡ、 ウチマンネンスざギ、 ウメガササウ、ツノレアリダウシ等 

の、即ち根がﾡ植ﾡの間を渡 く 走って居る形態の矮小な草本類であ 

る。即ち本種の存在は土壤理學性の可良を指示し、トドマツ後繼樹 

の保績的發生を表徴し、從ひて施業方針も 自 ら確定せ らるゝもの 

て、現在稚苗を映く画域ても結賞年度をル祭せる適度の押伐や、又 

は創ﾡ、掘起 し等の輕い補助的操作で充分に更新の完了 を期待し得 

らる ゝのてある。斯る群落を示す地床は適度な土壌の容氣朶と 容水 

量の配給に依うて トドマツ稚苗の發生、生育に極めて好適するのみ 

ならず、他の濶葉樹の稚苗の發生にも良く適合し、且つ雜草の繁茂 

に依る庇蔭と、越冬時、大型の強初な雜草の枯莖葉に依る被覆が無 

vから、稚苗の存績生長が極めて良好である。酒葉樹稚國は殆ど各 

種類を網羅して居るが、殊に本群落に出現多く、所謂本群落の特徴 

種とも見るべ合=シアブラ、 アヲダモ、 ヤマモミヂ等の亜希木や、 

イタャ、シナノ キ等の蔭樹の多 こ と は今後の林相推移の傾向 を知

る上に重ﾡすべ照てある。

本林分の樹高は別報樹高曲線に於ける III等地にﾡし、略々 

H=P一317783,なる曲線式て表示せ られ, 概して樹商高は低
1十 ・ッら 上 1

いのてある。

次に本林分は保ﾡ的に後継勝を有する複府林な るも、主林木の樹 

ﾡ的構成は 昭和11年秋季の風倒被者地 に於 け る 類似林分の構成狀態 

より見て、暴風激害跡地に一齊に成立したものと推定し得られ, 從 

ひて實際齡は多少の差異ある も、經濟齡に換算する時は恐ら く 70年 

前後と見て大過ないであ ら う。

現 在 は 生長 旺盛 なる トドーッの 中径木 を主とし、50福 と越ゆる大 

ﾡ木は稲れてあつ て、林分中央木は 目 通直徑 30 8福、樹高 20.0米、 

材積 0.7937立米てある。

以上村前や生長量の黙から見ると本林分の地位はIII 等地に該常 

するのてある。

本林分は保種的に後継ﾡを行す る 安定せ る 林分てあ るから. 擇伐 

作業に依りて施業し、跡地は天然更新に委Wべきてあが、唯自然に 

放濯する時は漸次濶葉樹の混淆を増大 して行く 傾向があるから、之 

に適度の撫育操作を加へなければな らない。蓋し濶葉樹後繼樹は極 

めて多數て、、、ﾡ互の競合、並にトドマッ確ﾡに到する被ﾡが激ﾡて 

あるが、他而之等はトドマッ稚樹の保護樹とし、又土壌の惡變を防 

止する上に効果的てあると共に、簡單に伏燒炭と して利用の途が充 

分あるから、之が除伐の時期、程度等に關 しては硏究の價値がある 

のである。 .

2. トド マッーオシダ群落

本群落は試驗林中央平坦地の理學性に劣るも、化學性の良好な黑 

色土壌に構成せらる、トドマツの軍層林であって、林下は強靱な羊 

歯群落優占し、 オシダ、ジウモンジシダ、 シラネワラビ、 ミヤマベ 

= シ ダ等の羊歯ﾡに耐蔭性草本ね るフッキサウ、マヒ ゾルサ ウ、ユ 

さザサ、ムカゴイラクサ、クノレマバサウ奪が隨伴して居る。而して 

トドマツ の大徑木の単層林であるから、地床は可成の散射光線を受 

け、 期優占種なる羊歯類の開符期には各種の植物は一様に生育に 

好都合なﾡ件を奥へ られ、從ひて多數の草本類を混生して居るが. 

稚苗時生長緩漫なトドマツの後繼樹は極めて稀て、'、僅かに濶葉樹稚 

樹が散生して居るに過ぎない。從ひて本林分はトドマッ林としての 

保積性を候3、不連績な林相遷移の傾向を示す極めて不安定な林分

で'ある。

本林分の樹高は別報樹高曲線に於ける I等地に麺し、略々 
D_ 4 99046

H=o.087o7-0:0317GD なる曲線式で表示せられ、概して當試驗林 

としては樹高の高い方に屬する。
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次に本林みの樹ﾡ的構成状態は研伐跡地、並に昭和11年秋季の風 

倒跡地に於けるﾡ似林分の構成ル態よ り見て、林分經濟齡は大體前 

記の トドマッー常綠灌木、腐植性草本群落に類 し、70年前後と見て 

大過ないのてある。

現本林分は生長変退に向ひつ 、 ある大徑木を主と し. 本林分の 

中央木は 目通直徑 48.6 柳,ﾡ商26.5米、材積2.5737r方米てある。

以上で本群落と前群落と を比較すれは軍木の材種に就ては約3倍 

以上も肥大生長を績けて楽ね ことになり、又樹高 も 同一tイ階て4 
米 も差があ る ので、地位は I等地と して査定せ ら る のてある。

次に本林分の作業種に關 して は其構成狀態 よ り見て、大種木のW 
層林であり、且つ樹商大てあるにも拘らず、下ﾡはﾡTなﾡ士て、 

根系が極めて浅く、ﾡかに50一60ﾡに過ぎないから、伐探の方を 

誤ると、林分の均衡を破壊し、突發的な風倒の發生を誘致する乙と 

は明 らかてある。又現實林分の經濟的利用や更新補助作業の合理化 

を ﾡる上から、前記群落 と 作業種 を全く 異に すべ さ は常然てあ つ 

て、朗地的に皆伐を施行し, 人工植栽に依るべ2•である。本地床は 

雜草の繁茂が多いので、幼歯斜植ては横栽後の下刈費を多みに要す

るから、普通植栽を可とすべ？ も. 土壊が幾分濕潤に勝って、草本 

類が繁茂 してる 關係上、地ﾡ、掘起しが容易な る描から も、ヌ植栽 

後の下刈費の節減等か ら見て も、最近本場で唱導する杠床造林な ど 

も推験する こ とが出來やう。

本林地は I等地と して査定せ ら る が、多額の造林資本の固定 を 

要す るところから、前記のや う に擇伐作業に依り 保績的に利用 し、 

且つ跡地は天然更新に委ねて紙典を要しな〜III 等地と 比較 して、 

必しも生産値価の大なる土地てあると断定する 乙 と は出來ないが、 

° 然 し土地の生産能力は充分あ る のてあ るから、市場に便利な地に あ 

っては密植して、除、間役材の利用を計ﾡすることが出來る。

從來本道的有林の施業案では針葉樹の輪伐期は大體 120 年と見る 

場合が多いけれども、本林分のや う にトドマ ッ 分布區域の南部区位 

し、温吸て、適潤なる立地ては トドマツの輪伐期は大部短縮せられ、 

Wに材積生長最多の輪伐期て見て も、I 等地はS0年以内 となるのて 

ある。

3. (トドマツ)ーオクヤマザサ群落 . .

本林分は天然紀念物保存販域の尾根通 り の風御uに位し、從來 卜 

ドッの術生林みてあつなのが、 十敷年前よ り 小蠹蟲の被害 を蒙 

り、枯損相次ぎ、疎開の結果は更に隣接木を衰退せしめ、一層蟲害 

の傳播と 風倒の發生 を誘致 し、現在全 く の無立木地 と 化し、唯一面 

のオクヤマザサ (從來のネマガリダケ)の密生繁茂に委ねられて居 

る。之等オクヤマザサの密生する地床は殆ん ど林木の發生を容さ 

ず、僅かに耐蔭性の草本が散見するに過ぎない。本區域は天然紀念 

物保存海域なりし爲、蟲害の發生に對しても、單に傍觀的に其消 

長、稚移を自然の儘に委ね、何等人工的防除工作 を採らなかったの 

てある。又地床は疎開につれて、オクヤマザサが漸次優占して來 

て、稚樹發生の可能性が無く なったにも拘らず、更新の補助的操作 

を 全然採 らなかつ た ので ある。現在の 状態ては オクヤマ ザサ が偶後 

的に開花、枯損でもしない限り、喬木林への遷移は至難であり、更 

に ・ドマッ林への運移は4後幾代もの極めて長年月を紙なければ望 

み得られないのである。

自然の植相遷移は蟲菌害.暴風の被害等の突發的な因子に依り急 

激に、全く 異る植生群落へ變移す る 場合も ある のであっ て、土地的 

に見て、 生産力豊かな立地ても、.ﾡﾡ遷移の破ﾡせられな一過程に 

於て は雜草や灌木等の激甚な る競合の結果 . 利用價値極めて低い植 

4状態を呈するものて、ﾡひて土地の集約的利用の見地からる、更 

に施業操作の合理化の煦からも,突發的な林相破壊、又は極めて徐
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◆て、長年月 を要する自然の植相遷移に對して、適宜•なる入為的施 

業操作の如何に緊耍な る かをﾡ戯せ しび る のてあ る。

4 . シナノキ.イク ヤーェ ゾイタ ガ "群落

本林分は中央部平坦地黑褐色土壊に在 b て、上ﾡ林冠はﾡに シ ナ 

ノキ、イタヤ、 ミッナラ. アカ ダモ等に依つて構成せられ、中,下 

ﾡは シナノキ、 イタv、 トドマッ、 メイゲッカへ デ等が混ﾡ し、多 

数のト ドマッ並に濶葉樹副木及稚樹を有する祓層林である。林下は 

エゾイ タガ* 群落の 占びる ﾡて、 上木の情 閉 の 爲 に被度 は.比ﾡ的 

疎てあるが、其優占下の地床は四時庇蔭 とな つて居る から,随件す 

る草本の種類もﾡく、フッキサッ、ジウモンジ シダ、マ ヒ ヅルサ ツ、 

クルマッッ等の蔭性の強 い脈布種が散生 するに過 きず、又耐蔭性 

の ・ド〜ッ、4 タャ屬、シナノ キ等の稚苗の發生が比較的良好て.  あ 

る。而し現在上、 中府林冠を構成するミゾナラ、アカグモ、アサダ 

等の後繼例が極めて勘 く、之に反 して 蔭樹の後繼樹の多い 乙 と は本 

林分の今後の林相の遷移上重視すべ e熾で、一面極めて 保績性に富 

み、安定せる林ﾡへ向つて推移しつ、あることを示しC居る。之に 

伐採なる 人為的操作 を加ふる 時は林相の遷移. 即ちトドマッ、 イタ

*. シナノ キ等の蔭樹を主とする林分への推移が著しく促進せしめ 

ら るのてある。現在旺盛な生長力 を有する トドー ッ小徑木が徒ら 

に生長衰退せ る濶葉樹や. 又は枝條 を搬張せ る 濶葉暴領木の下に被 

ﾡせ られて、彼々2る 生長 をﾡけて 居 るもの がﾡく なv。即ち 局所 

的に見れミ ッナ ラの老大木と ・ドマ ッのﾡ川木と よ うな る群に於 

て、ミッナラは樹齢 300 年以上 を 經過 し ﾡ朽 菌 の寄生 を 蒙り、寧 

ろ負の生長を績けて居るに過ぎず、 魔蔭下のトドマツは樹飾70年 

内外てある に も拘らず、未だ目通商徴 12.5ﾡ. 樹高 13.7米、材石 

0.1018r方米の弱小さを星して居る。この場合、折の肥なる土 

地が放任 さる、事 に 依 り 何等 の価格生長 を してない の•で あっ て、上 

不の縦済的利用は同に後ﾡ樹の振育、受光生長の促進となり、一 

石ニバの効果を収びることになる。之等林分の 施業 に 際して は次期 

囘歸年迄 に一層價値あ る 優良林ﾡ となるやう、後ﾡ林の指育 を充み 

考感して選木し、蟲菌被害木、形質不良木,衰退木を伐採利用 し、 

特 に 濶葉 暴領木 に 對 して は技卸 作業 を 講ず る 等、其他伐倒 の方 向. 

搬出等にも充分注意して、後繼樹を損傷せしめざるやうに監督を嚴 

にしなければならなv。ﾡ葉樹は概して トドマッに比すれば輸伐期 

が長 く、 生も斑つて居 り、且つ樹種に依る用途等 著しく 4 
性があ る から、之が適確な る 伐採並に撫育の方法等に 就て は今後の 

硏究に俟たねばならない。

5 トドマッ、 イタv、 リギリーオクヤマザサ群落

本群落は中央平坦地黑色 土壌に位し、トドマッ、 イタヤ、 ッギ 

ッ、シナノ、オ ヒョウ等 より なる 御閉疎な る 複層•林分で、地床は 

全く オクヤマザサ の優占する處 とな り、稚樹の發生極めて 稀で あ 

る。構閉疎開する も、かく オクヤマザサの優占する地床は四時強い 

庇蔭を享け、且笹の厚い落葉の爲、隨伴する種數も僅かに限定せら

れ. フッキサウ、ジウモンジシダ、マヒ ジノレサ ウ等の耐蔭性の強い 

廣布種が疎に散生するに過ぎない。將來小,中徑木の生長に依り響 

閉 の 恢復 は多 少期待し得られ、ﾡひて長年 月の後には極めて徐々 に 

林ﾡはよ り安定なる林分へと向つて選移する傾向を認びるが、然し 

之を土地の集約的利用の見地からすれば極めて不經濟な話で、僅か 

な材積生長と、更に疎開に基 く 形質不良の為の一層僅少な る個格4 
長に依り、徒らに地代や管理費と高み居る次第で、國家資源の開發

大の公に も、積極的な施業の必耍を有する謂所特殊林相改良區域 

に屬する林分である。之が優良林分への改良に關しては上木の群狀 

存流、確樹. 副木の局所的配、混淆に應 じ、地推並に植栽の疎密 

等を継更 し、自然的生育狀態 と 人為的操作 との圓滑な る 調和 を園る
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そとが緊要てある。

7.シナノキ、ハリギリ、イタヤー多巡性草本群落

本林分は 中央部担地 に位 し、稍 々 濕潤 を ﾡび る 黑色 土境に 於 け 

るﾡ葉勝林てあつて、上ﾡ林征はリギリ、シナノキ、 アカダモ、 

4 タ *ﾡの大ﾡ木て構成せられ、下ﾡは多敷の イタヤ、シナノキ並 

にメイゲッカヘデ、 ナナカマド、キクコ ブシ等の 占む る 二段型林分 

てあ る。本林分はか くシナノキ、 イク ャ等の蔭性の後繼樹が多數存 

在し、收穫の保績性大なる 安定せる林分である が, 稍々 陽性に傾く

ッざッ、アカダモの後繼樹が殆ん ど無い こと は注目すべさ府て, 

ある。

林下は多巡性草本類の占有する處であつて、エゾトリカブト、ハ 

ナ ウ ド、エ ゾウュ リ等の軟質の 大型 多 巡性草本 にシャ マベ=シ 

ダ、 フッキサウ、 オシダ、 ジシモンジシダ、 ユキザサ、 トチバニン 

ジン、ムカゴイ ラクサ等 を随伴 して居る。上木の開舒 よ り繊葉、靑 

葉の生長期迄、本ﾡ葉樹林下の地床は多量に陽光と受け、且ﾡ生期 

と云へども、上木は著しい庇蔭を與へざる爲、各種植物の生育に好 

適して居り、從ひて草本類の種數は極めて多いが、大型本は植 

期ねる7-9月中に結して、消滅する ものが多く、且つ軟質で、 

腐熟容易て•あ八 又上木の節閉に依り著しく密生し得ざる爲,濶葉 

樹稚苗の發生、消長には大なる障害とならないやうである。

本林分 に到する 適確 な 施業方法に 就 ては 各種の 濶葉樹の 生長經過 

に開するール多数の責料を得なけれな らないが、 其生育状況と材 

の利用方面から見て、上木の多くはﾡに伐期に逆せるものとﾡ祭 

し得るのてあ る が. 之が伐採方法に就て は上木の被蔭下に在る、楣葉 

樹稚圈は陽光を求めて伸長する為に継曲せる形質不良のものが多い 

zと、且つ瀬葉樹は上木の伐開に伴ふ土壌の濕潤化に對する適應性 

も大であ る 乙 とか ら、か、る後繼樹に富む二段型林分に對する施業

方としては老大木を代探、利川 し、跡通は一齊に密生せる瀬葉樹 

後繼林を造成すべさて”、か る幼齢林は或程度迄相互間の競合に委 

ね、側枝の搬張を防ぎ、幹の通直を圖 り、ﾡ大に川材価価ﾡ9亜G 
木を除伐して行くべきてある。

濶葉樹林の施業案樹立に際し、注意すべ9照は現:ゾナラ、ハ 

ッ " ッ 等の有用樹種の蒸積に高び林相に於て も、必 しも保績的に之 

等の後繼樹を有す る と は限 らず、漢然な る 良木の選伐は往々 に伐採 

後の林相の荒療を招來する のみな らず、假 り に蓄積の除では次期囘 

歸年迄に充分恢復する としても、用材償よ り 見た る林分の價値に於 

て は通かに劣悪 となる T例がﾡ く ないのてあ る。

エゾンノキ、 アカダモ、ャチダモー多巡性草本群落

本林分は春秋兩季著しく濕濶となる林内低地埴質士壌に構成'せら 

れ. ﾡ潤地に特有なエゾハンノキ、 アカダモ、ャチダモの大徑木が 

上林冠を占め、 下ルはキタコブシ、ヤチダモ、イタヤ、カッラ、 

ッ ッ ナ等を散生する二段型林みてある。之等上屛林冠を占なる濶 

ﾡは トド マ ッ に比 し樹齢が大で、枯損 も W木的て徐 々なる照と、 

他面か ゝる濕潤地に侵入、生育するﾡ種が制限せらる、なめ、本林 

分は植生遷移上から見て、比較的安定な る林分であるが、然し陽性 

に傾く エゾハンノキ、 アカダモ の稚樹が稀少であ るから、將來 イ タ 

*、 カッラ、キタ コブシ等がこの間に混精して來る乙とを豫想され 

るのてある。

地床は濕潤の程度に依つて、 イケイザッ、ザゼンサッ、 エッッ 

ベュッ、ジウモンジシグ等を主とする場合と、一ﾡ低ﾡに傾きエッ 

リュウキンクワ、 イケイサウ、 アザミ、クサ ソテッ等 を主とする 

場とがある が、要す る に本林床は濕科地植生の特徴たる軟質の大 

型多巡性草本の多い乙とである。早春上木の開舒前.林床は一様に 

陽光'に惠まれ、小型草本は大型優占種草本の底蔭を蒙らない前に、
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開花結質し、中には関に共生長期を終了して消失するニソ ンッジ、 

エェンゴサク (二次的) 等の種加 も あっ て、林床植生景観の季節 

的遷移は極めて變化に富むものである。乙の樣に草本の繁茂が著し 

いなめ、稚苗時代の生長が緩漫て.、殊にﾡ弱な林木の後機樹は夜ﾡ 

せらる、結果、發芽後消滅する ものが多く、 ひてヤチダモ. イタ 

*、キタ コプシ、ッッナ等の如く、比較的大型種子て、貯蔵養分 

に依つて、ﾡ生の生長良好な種ﾡがかにﾡ し て 居 る に 過 ぎ な 

い。ﾡヤチダモの芽生は極めて多敷あるも、現の稚ﾡの継状態

ょり見て、 大部分は消滅 をﾡ想せ らるゝ のてあ る。

か、る源地林の施業は上木の樹冠の蒸散作川に依る地下水位の下 

降と 云ふ隠から見て も、強度の伐採は土壌の惡發 を 來 な す愛が あ

5、か、る特殊な生産価価の低土地の利用上か ら も ・ 且.は維1 
水濕、寒冷等に因る造林的操作の因難等 よ り見て、集約的施業の不 

可能な隠か ら も、更に國土保安的 見地か ら も、當分は弱度の擇伐作 

業を以て、老大木よ り 漸次伐採すべ 3 である。

以上は當埸試驗林の主なる森林群落に就2施業的方面から二三說 

明 を加へた もので、本訓査の詳細は別途に報告のそと、して、 に 

は其一部を簡單■に、断片的に概說し、施業上多少の參考に供したい 

と思ふ。
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